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平成27年3月31日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

登録定員

■ 認知症対応型共同生活介護

通い定員

宿泊定員

定員　計

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、相鉄いずみ野線「いずみ野」駅からバスで１０分、最寄りのバス停から
徒歩で５分にあり、周りを畑に囲まれた閑静な雰囲気が漂う地にあります。「私の
家はここだよ。」と、笑顔で答えられるホームづくりを管理者と職員が一体となっ
て笑顔で取組んでいます。開設されて１０年のグループホームです。運営法人は、
横浜市泉・瀬谷区を中心に数多くの介護サービス事業を展開しています。
＜優れている点＞
行事などで外出の機会を多く設けています。運営法人のレストランに月１回の食事
会と月２回の音楽療法に行っています。どんど焼きや地域清掃などの地域の行事
や、地区センターでの活動にも積極的に参加しています。花見やこいのぼり見学、
ふれあい祭り、ミカン狩りなどに出掛け、日常的な散歩にも行っています。また、
職員の研修体制が整えられています。運営法人内部での月１回の研修があり、グ
ループホーム連絡会の交換研修に参加しています。
＜工夫点＞
医療連携体制加算を受け、医療面での体制が整えられています。精神科医・内科医
の往診が月２回行われています。歯科医師の往診は週１回行われ、看護師も週１回
訪問しています。内科や精神科以外の耳鼻咽喉科など他科の受診には、職員が付き
添っています。また、家族会を工夫し、食事を入居者と一緒に食べてもらったり、
メールでの連絡が取れるようにして、家族との関係を深めています。

はなももは開設から10年を迎え経験と実績を積んで参りました。これからも御入居者
様の一人一人の個性を大事にし、その方にふさわしい介護のお手伝いをさせていただ
き、ホームの理念である「ここは私の家だよ。」と笑顔で答えられるホーム。を目指
し落ち着いた雰囲気の中、穏やかな生活が営まれるように、スタッフ一同頑張って取
り組んでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ﾕﾆｯﾄ数

56 ～ 68

）

15 ～ 22

平成26年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 湘南リハウスビル4階
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平成27年3月21日
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホーム　はなもも

1階　はな

 事業所名

 ユニット名
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

ホームでの状況報告や問題点など聞いてい
ただいています。自治会行事やケアプラザ
での催しの情報をいただき参加させていた
だき、入居者の楽しみや地域との交流を
図っています。運営推進委員の方に避難訓
練に参加していただき、感想・意見を伺い
改善に向って取り組んでいます。

２ヶ月に一度定期的に単独で開催して
います。自治会行事や地域ケアプラザ
での催し物の情報を聞き、事業所での
状況報告などを行っています。運営推
進会議の後に避難訓練を行い、参加委
員の方からの意見など聞き、改善に取
り組んでいます。

瀬谷・旭ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ連絡会・瀬谷区地域密
着型サービス事業所連絡会・横浜市・瀬谷
区の講習会・研修会に参加しています。連
絡会では市や区の職員の方を交えてホーム
で抱えている問題点・医療連携・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ
ﾑのあり方・人材育成について話し合いま
した。

横浜市認知症高齢者グループホーム連
絡会、旭・瀬谷ブロック会議や瀬谷地
区地域密着型サービス事業所連絡会に
参加し、区の職員との関係を深めてい
ます。グループホーム連絡会の交換研
修に参加しています。

自治会会員の一環として、自治会の行事や
清掃活動・防災訓練に参加しています。地
区センターのセンター祭りにも参加しまし
た。散歩や買い物、みかん狩り、レストラ
ンでの食事会や音楽療法・お茶会でもたく
さんの方との交流がありました。

自治会に加入し、回覧板が回ってきて
います。地域清掃や防災訓練、どんど
焼きに参加しています。また、地区セ
ンターの「はまなすの会」に参加して
いる入居者もいます。散歩の際には積
極的に挨拶をしています。

　

電話や見学にて認知症を抱えている家族の
方から相談を受けたり、介護用品について
相談を受け対応させていただきました。ヘ
ルパー初任者研修開講の為、管理者は講師
を担当しホームは実習生の実習先となりま
した。

　

日々の活動の中で意識付けていけるよう、
カンファレンスや申し送り時などで入居者
様の様子が理念に添った生活が送れている
かを話し合いケアプランにつなげて行き、
ここが私の家だよと思える環境作りやケア
を通じて１人１人の心地よいホームを目指
しています。

『「私の家はここだよ。」と、笑顔で
答えられるホーム』を理念に掲げ、玄
関や事務所に掲示しています。入居者
がリラックスする環境を作り、いつも
笑顔でいれるような対応を職員は心掛
けています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

日常生活自立支援事業や後見人を利用され
ている入居者様も当ホームにいます。御家
族様から後見人制度について相談を受ける
こともありました。

家族・本人とお会いし、不安や質問に答え
ながら、コミニュケーションをとりながら
充分納得していただいた上、契約をしてい
ただくようにしています。

玄関に意見箱を設置しています。ご家族の
方が面会にいらっしゃった時にはこちらか
ら積極的にご意見や要望をお伺いするよう
にしています。また、なかなか来ることの
出来ない御家族様ともメールを使用して連
絡をとりご意見を頂けるようにしカンファ
レンス等に反映させています。

「苦情・相談マニュアル」「苦情相談
報告書」を整備し、家族からの意見に
対応する体制が整えられています。家
族会では普段入居者が食べている食事
を食べてもらっています。家族との連
絡はメールで行い、意見を言いやすく
しています。

虐待防止関連の講習会参加者による報告や
合同カンファレンスでも課題としてとりあ
げ話し合っています。接遇についても、ス
タッフ間で話し合い日々のお互いの行動を
観察し気づかずに虐待が行なわれていない
か、対応の仕方など、検討し話し合ってい
ます。また、自己点検シートアンケートを
スタッフにチェックしてもらい振り返りを
行っています。

マニュアルを用いて全職員に周知を図って
います。合同カンファレンスにて身体拘束
について話し合っています。日々の行動
で、スタッフ間で身体拘束を行っていない
か確認してもらったり（気づかずに身体拘
束が行なわれていないか）あったら注意し
てもらうよう話し合っています。

「虐待・身体拘束マニュアル」「身体
拘束ゼロへの手引き」を整備し、合同
カンファレンスで話し合っています。
瀬谷区主催の虐待防止研修会に参加
し、職員間で話し合っています。自己
点検シートを作成し、チェック体制を
整えています。

株式会社フィールズ



グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

本人の情報をいただきながら、不安や困っ
た事等、ご本人の思っている事を聞き、少
しでも軽減できるように、個別に話す時間
を出来るだけ設けコミュニケーションをと
るように心がけています。

グループホーム連絡会・瀬谷区地域密着型
サービス事業所連絡会・瀬谷区防災ネット
ワークの消防訓練交換会・研修会・講習
会・交換研修等で同業者との交流機会があ
ります。お互いに情報を交換しながら、
サービスの質の向上に役だっています。

職員は外部研修や内部研修に積極的に参加
しています。参加者が学んだ事をレポート
や報告にて皆に伝えホーム全体のレベル
アップを図っています。

カンファレンスや申し送りなど、話す機会
があるので、意見や提案をとりあげ反映し
ています。また、連絡ノートもスタッフの
意見・情報収集に役立っています。職員同
士意見を言いやすい関係作りができるよう
にコミニュケーションをとっています。

月１回、チームカンファレンスや合同
カンファレンスが開催されています。
普段から職員同士が意見を言いやすい
環境があり、夜勤帯と日勤帯の仕事の
分担についての検討がされ、改善され
ています。

職員の勤務態度・努力・向上心をもって働
けるよう管理者・主任から評価やアドバイ
スをしています。興味関心ある講習会情報
の提供や必須研修など参加依頼にて個々の
学習や向上心が持てる機会を提供していま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

友人・知人が御家族と同様にいつまでも面
会に、来れるように家族の方にも伝えて仲
のよかった御友人がいましたら誘っていた
だけるように声をかけています。

月に一度は、入居者の知人数人が面会
に来ています。入居者自身が年賀状を
書いて出しています。家族と連れだっ
て食事に出掛ける入居者もいます。車
で入居者と一緒買い物に行き、帰りに
以前住んでいた近くを通って帰ってき
たりしています。

支援する側、支援される側と言う意識を持
たず、自分の家、家族のような気持ちで共
に穏やかな気持ちで暖かい家庭を心がけ支
えあって生活しています。

生活を共に一緒に生きていく事で家族と職
員が関わり支えていける関係を大切にして
います。また、ターミナルを迎えるにあ
たって共に協力して悔いのない介護に努め
ています。

ご家族の要望や悩みを良く聞き対応方法を
丁寧に説明し納得されてから開始するよう
にしています。要望はケアプランに反映
し、ご家族の利用者様を思う気持ちを尊重
し出来る限り要望に沿えるよう支援できる
ようにしています。

相談時、本人や家族の思い、今何が不安な
のか状況などを把握、他のサービス利用も
含め、他の部署の方と相談しながら今必要
としている支援を行ないます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

職員主体にならないよう利用者様のその日
の心身状態や睡眠状態等考慮し日中の過ご
し方や食事の場所や時間、入浴等ひとりひ
とりに合わせた支援を送れるよう心がけて
います。

家族から情報をお聞きしたり、本人と１対
１でお話しが出来る時間を作り把握に努め
ています。言葉や表現、行動から真意を推
し測ったり、確認するようにしています。
また、記録には会話を多く記録しそこから
汲み取るようにしています。

入居者一人ひとりの意向を把握するた
め、入居者との１対１の時間を多く取
るように心掛けています。特に入浴の
ゆったりした落ち着いた時に話を聞く
ようにしています。表現できない人に
は、顔の表情や身振り手振りで把握に
努めています。

御本人や家族にどんな生活をされていたか
聞いています。本人には入浴時１対１でお
話する時また、皆と交わす会話の中で昔の
様子のお話しが伺える事が多々あります。
また、新聞やテレビ等で思い出の場所や出
来事がないか日々の会話の中で聞いていま
す。

いつでも遊びにきていただけるようにして
います。電話やメールで経過をお伺いした
りご家族からご連絡頂ける事もありまし
た。相談に対してはどうすることが一番い
いのか等入居中と同様にご家族と一緒に考
えていきました。

利用者様同士わからないところは教えあい
互いに支えあったり助けあって生活されて
いっらしゃいます。状況に合わせて職員が
介することでより作業が円滑にいくことや
利用者様同士会話が弾み関わりが増えより
良い関係性が構築されています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

地域ケアプラザの催しに参加したり、花屋
や近所へ買い物に出掛けたり、散歩では、
近所の方と会話を楽しんでいます。また近
所の薬局への買い物も行かれ、御自分のも
のは自分で選ぶことをして頂いています。
定期受診・床屋の利用も行なっています。

月２回の訪問診察がうけられ、また、希望
の病院にて受診する事も可能です。本人・
家族の希望に応じ受診します。電話での医
師からの指示も受けられます。

総合病院、内科、歯科（嚥下専門医を
含む）、認知症医、老健など医療機関
との連携が出来ています。月２回の診
断で各人の在宅療養計画書が作成され
ています。看護師や歯科医の定期訪問
もあり、かかりつけ医とは家族が直接
相談することも出来ます。

個別のファイルを用意し食事、水分、排泄
など身体的状況及び、日々の様子や本人の
言葉、エピソード等を記録し全ての職員が
確認できる様にし、勤務開始時の確認は義
務付けています。

介護タクシー利用にてスタッフや家族が付
き添い車椅子に乗ったまま受診できます。
入浴困難な方には訪問入浴サービスを利用
しています。往診医、訪問看護師、訪問歯
科医、音楽療法・食事会への送迎サービ
ス、買い物・ドライブ・受診時ホームの車
を使用しています。

本人、家族から要望を聞き本人がより良く
暮らす為の課題とケアについてカンファレ
ンスを開き、話し合い作成していきます。
状況が変わるようであれば見直し作り直し
ます。

介護計画作成担当者は、本人、家族か
らの意見、ケース記録、アセスメント
情報を基にカンファレンスで検討した
後モニタリングシートを作成し、医師
が作成した「在宅療養計画書」や「医
療連携ノート」などを取り入れ介護計
画を作成しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

防火管理者の指示の下、定期的に訓練しま
す。消火器・火災報知器・受信機・通報装
置の使用法等訓練時に行っています。非常
食・飲料水などの備蓄品も用意してありま
す。避難訓練には、近隣の方の協力をお願
いしています。

年に４回、夜間や出火場所、地震など
想定を変えて防災訓練をしています。
１回は消防署が立ち合い、近所の住人
が訓練にも参加してくれています。ピ
アノや冷蔵庫など大型家具は耐震の揺
れ止めをしています。食品などの備蓄
も３日分あります。

今年ターミナルケアを迎えられた方がい
らっしゃいます。入院中から今後の方向性
やお気持ちを御家族とよく話し合いその後
担当医、訪問看護師、管理者、主任を交え
て今後の方針を話合って決めました。御本
人、ご家族の要望や気持ちに添える支援が
出来るよう課題や変化が見られるときはカ
ンファレンスにて支援方法を見直していま
す。

入所後落ち着いてから、医師より重度
化や看取り支援の説明を行い、事前の
同意書を交わします。看取り看護開始
時に再度同意書で確認しています。既
に数件の看取り経験があり、職員の協
調態勢も出来ており、家族と一緒に
チームを組んで支援をしています。

緊急時の対応や連絡対応など、１人１人指
導しています。応急手当や初期対応のマ
ニュアルにて周知できるようにしていま
す。救急車・搬送病院に本人情報がスムー
ズに答えられるように本人ファイルに添付
してあります。人工呼吸法・ＡＥＤ・応急
手当など身につけるよう訓練・講習を受け
ています。

訪問看護師と往診医との連携が整ってお
り、必要に応じて指示が受けられます。週
１回の訪問看護があり利用者の状況報告や
状態によって指示を受け対応しています。
２４時間対応して下さいます。

入院する際に病院側に利用者の情報を伝え
ます。職員も見舞うようにし、状況を把握
し、医師と話す機会を持ち、事業所内で対
応可能な段階で退院できるよう相談してい
ます。また、早期に退院できるようにベッ
ドや車椅子の準備も早急に対応していま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

以前は消極的だった方も今ではテーブル拭
きや配膳、食器拭きや洗い物等利用者が積
極的に主体となって行ってくださっていま
す。また、下処理等も行って頂くことでど
んな料理が出てくるのか楽しみといった声
も聞こえてきています。

入居者はゴボウのささがきや芋の皮む
き、餃子作りなど、自分の得意の作業
で食事作りに参加しています。後片付
けも一緒にしています。手造りで美味
しくを目指し、漬物も自家製です。食
べ残しが多い時は、エンシュアで栄養
補給をしています。

個人のペースやその日の体調、意欲に合わ
せます。好きな事が好きな時に出来るよう
に配慮します。入浴や食事も希望を聞いて
から決めるように心掛けています。また、
散歩のｺｰｽを選んでいただく事もありま
す。

髪型や服装には、その人らしい個性を尊重
し決定していただくように支援します。理
髪業の方も希望を聞かれてから散髪されま
す。外出の際は職員と一緒に洋服を選ばれ
る方もいらっしゃいます。

記録類は事務所内に保管します。声の大き
さ、言葉遣い、排泄、入浴等のプライバ
シー配慮については、入職時にオリエン
テーションを行ないます。業務の中でもそ
の都度指導しています。勉強会や研修で人
権やプライバシーについて学ぶ事もあり研
修報告として問題をあげて全職員が周知し
ています。

言葉遣いを大切にしています。拒否や
否定の言葉を使わないだけでなく、何
気ない発言でも不適切なものは管理者
が指導したり、勉強会や研修でお互い
に反省しています。個人記録は全て事
務所内のロッカーに保管しています。

個々の能力を見つけ出し、引き出す為に、
出来ないところはフォローしていきます。
本人の気分にあった服装選び、食べたいも
の等も会話しながらコミニュケーションを
図り決定できる環境を作ります。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

夜間帯に寒天を使用した牛乳寒天等を作
り、１０時の水分補給時に提供していま
す。また、個々に便秘解消に効く食べ物や
飲み物を知っておくことで便秘時、解消の
為に提供しています。他にごぼう茶をホー
ムで作ったりと出来るだけ薬に頼らないよ
うに心がけています。

声掛けにてご気分を尋ねながら入浴して頂
いています。中には入りたくないと言われ
る方もいますが時間や日を改めて入って頂
いています。入浴管理表で状況を把握して
います。入浴が困難な方は訪問入浴サービ
スを受けたり、スタッフ２人対応でｼｬﾜｰ浴
を行なう事もあります。

入浴規準は１日置きですが、希望で毎
日入ったり、日に２回入浴することも
あります。入浴日はゆったりした衣服
にして、着替えの自立を促していま
す。入浴剤は数種類の中から好みのも
のを選んでいます。運営法人の訪問入
浴サービスを受けることもあります。

毎食後、必ず口腔ケアします。出来る方に
は声掛け、そうでない方は出来るところま
で行なって頂き、その後は援助し清潔保持
しています。定期的に訪問歯科指導があり
ます。義歯の洗浄の拒否がある方にも時間
を決めて洗浄を行う等清潔保持に努めてい
ます。

個々の排泄パターンを把握できるよう排泄
表を確認したり、職員同士情報交換しなが
ら失敗を減らしていけるようにしていま
す。必要以上のパットの使用やオムツの使
用はせず定期的に排泄介助方法や排泄パ
ターンが適切か見直しを行うようにしてま
す。

時と共に変化する排泄パターンを的確
に把握し、適切なトイレ誘導に努めて
います。入所時はパット使用の人が、
後処理を丁寧にすることによって布パ
ンツに変わった人もいます。介助も１
人から２人にしたり職員は臨機応変に
対応しています。

食事・水分チェック表に記入し、把握して
います。また状態に応じてエンシュアを摂
取して頂いたり、安全に食事水分摂取が行
えるようむせ込みが多くみられる方には嚥
下の検査を行い適した食事や水分摂取方法
で摂取して頂いています。
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

基本的には本社にて管理し、使うときは立
て替える仕組みをとっていますが、ホーム
で管理していらっしゃる方もいるのでそう
いった方は買い物時御自分で払って頂くな
どし、日常的な動作を忘れないようにして
います。

個人の生活暦を把握し得意な事を活かした
趣味活動を支援しています。裁縫・掃除・
収穫・掲示物作成等、得意分野を活かして
頂き喜びのある日々を過ごして頂いていま
す。

外出したい方は散歩、畑への収穫、園芸店
への花の観賞、スーパーなどへの買い物に
も出掛けています。また、自治会行事やレ
ストラン風の音にて音楽療法や食事会が楽
しめるよう外出支援をしています。また、
希望により車でドライブや買い物にもいき
ます。

田園に囲まれ、散歩に出やすい環境で
す。月に３回は、運営法人のレストラ
ンで音楽療法や食事会があり、可能な
限り全員での参加を目指しています。
歩行困難の人の外出機会を増やすこと
を年間の重点目標にしています。

夜間不眠や昼夜逆転にならない程度に体調
や習慣にあわせ、好きな時に休息できるよ
うに配慮しています。また、夜間の睡眠状
態や疲労度を見ながら状況に合わせて休ん
でいただきます。空調や加湿に気をつけ、
心地よく眠れるようにしています。

利用者１人１人の個人ファイルに服薬内
容、薬の説明がファイルされており、全職
員が確認しています。変更があれば申しお
くり、記録にも記していき必ず把握して業
務に入るようにします。服薬時はダブル
チェックを行い又定期的に服薬の方法の見
直しを行っています。
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

入居前に使用されてた家具、寝具等持込使
用しています。以前暮らしていた家と同じ
様な雰囲気にされている方もいます。アル
バム・手紙などいつでも見れるようにして
あります。

ベッドや寝具、身の回り品の持込み
で、以前の生活との繋がりに配慮して
います。各部屋にも温湿度計があり、
低湿度の場合は濡れタオルで湿気を
補っています。週２回、職員と一緒に
掃除をし、カバーシーツも定期的に洗
濯しています。

いつでもかける事ができます。要望が無い
時には職員からしてみますか？とお伺いし
てみます。また、家族や友人からも掛けて
いただけるようにお伝えしています。御本
人に来た手紙などはお渡しして、お互いに
やり取りが出来るように支援しています。

共有空間(リビング・廊下・トイレ・浴室)
には手すりがあり車椅子対応のトイレがあ
ります。床は柔らかい素材を使用してお
り、フロアには出来るだけ歩行の妨げとな
る物を置かないようにしています。浴槽内
には、滑り止めマット、肘掛椅子を利用し
て安全に心掛けています。

毎月の行事の写真やカレンダー等、利用者
の作品の展示品が飾ってあります。リビン
グには畳スペースとテレビを囲んだソファ
があるのでくつろいで頂いています。散歩
中摘んだ草花等を花瓶に挿して、玄関に飾
られる方もいます。

リビングには食卓の他に、ソファーや
畳コーナーがあり、食後は思い思いの
場所でくつろいでいます。書初め作品
が展示されて、季節感を演出していま
す。温湿度計を各所に置き、広間の温
湿度管理が行われています。

テーブルで皆さんと会話を楽しんだり、ソ
ファでゆっくりテレビが見れる様にしてい
ます。畳のスペースは日当たり良く暖かな
ので、ちょっとした居眠りにも適していま
す。、気の合ったもの同士話しをして過ご
されたりしています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成27年1月22日

事　業　所　名

（ 246-0026

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

所　　在　　地

事 業 所 番 号

神奈川県横浜市瀬谷区阿久和南３－２５－１

平成26年12月11日

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　はなもも

□ 小規模多機能型居宅介護

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigo/w10/wpJDetails.aspx?JGNO=ST1473400529&SVCD=320&THNO=14100

平成27年3月31日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

1473400529
平成16年12月1日

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

登録定員

■ 認知症対応型共同生活介護

通い定員

宿泊定員

定員　計

Ⅴ アウトカム項目

はなももは開設から10年を迎え経験と実績を積んで参りました。これからも御入居者
様の一人一人の個性を大事にし、その方にふさわしい介護のお手伝いをさせていただ
きホームの理念である、「ここは私の家だよ。」と笑顔で答えられるホーム。を目指
し、落ち着いた雰囲気の中、穏やかな生活が営めるようにスタッフ一同頑張って取り
組んでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

ﾕﾆｯﾄ数

56 ～ 68

）

15 ～ 22

平成26年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 湘南リハウスビル4階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成16年12月1日指 定 年 月 日

平成27年3月21日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

株式会社　アイシマ
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　はなもも

2階　もも

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

ホームでの状況報告や問題点など聞いてい
ただいています。自治会行事やケアプラザ
での催しの情報をいただき参加させていた
だき、入居者の楽しみや地域との交流を
図っています。運営推進委員の方に避難訓
練に参加していただき、感想・意見を伺い
改善に向かって取り組んでいます。

瀬谷・旭グループホーム連絡会・瀬谷区地
域密着型サービス事業所連絡会・横浜市・
瀬谷区の講習会・研修会に参加していま
す。連絡会では市や区の職員を交えて、
ホームで抱えている問題点・医療連携・ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟﾎｰﾑのあり方・人材育成について話し
合いました。

自治会会員の一環として、自治会の行事や
清掃活動・防災訓練に参加しています。地
区センターのセンター祭りにも参加しまし
た。散歩や買い物、みかん狩り、レストラ
ンでの食事会や音楽療法・お茶会でもたく
さんの方との交流がありました。

　

電話や見学にて外部から認知症を抱えてい
る家族の方から相談を受けたり、介護用品
について相談を受け対応させていただきま
した。ヘルパー初任者研修開講の為、管理
者は講師を担当しホームは実習生の実習先
となりました。

　

日々の活動の中で意識付けていけるよう、
カンファレンスや申し送り時などで、入居
者様の様子が理念に添った生活が送れてい
るかを話し合いケアプランにつなげて行
き、ここが私の家だよと思える環境作りや
ケアにて１人１人の心地よいホームを目指
しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

日常生活自立支援事業や後見人を利用され
ている入居者様も当ホームにいます。御家
族様と後見人制度についてお話しすること
もあります。

家族・本人とお会いし、今かかえている不
安や質問に答え、コミニュケーションをと
りながら充分納得していただいた上、契約
をしていただくようにしています。

家族から直接話しをいただいたり、家族会
にて意見をいただいたりして、これからの
運営に反映させていただいています。ま
た、意見箱を玄関に設置しています。今回
家族会では緊急時の際の連絡方法について
話し合いました。

虐待防止関連の講習会参加者による報告や
合同カンファレンスでも課題としてとりあ
げ話し合っています。接遇についても、ス
タッフ間で話し合い日々のお互いの行動を
観察し気づかずに虐待が行なわれていない
か、対応の仕方など、検討し話し合ってい
ます。また、自己点検シートアンケートを
スタッフにチェックしてもらい振り返りを
行っています。

マニュアルを用いて全職員に周知を図って
います。合同カンファレンスにて身体拘束
について話し合っています。日々の行動
で、スタッフ間で身体拘束を行っていない
か確認してもらったり(気づかずに身体拘
束が行われていないか)あったら注意して
もらうよう話し合っています。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

本人の情報をいただきながら、不安や困っ
た事等、少しでも軽減できるように、コミ
ニュケーションをとりながら対応します。

グループホーム連絡会・瀬谷区地域密着型
事業所連絡会・瀬谷区防災ネットワークの
消防訓練交換会・研修会・講習会・交換研
修等で同業者との交流機会があります。お
互いに情報を交換しながら、サービスの質
の向上に役だっています。

職員は外部研修や内部研修に積極的に参加
しています。参加者が学んだ事をレポート
や報告にて皆に伝えホーム全体のレベル
アップを図っています。また、職員が持つ
得意分野を活かせる様配慮しています。

カンファレンスや申し送りなど、話す機会
があるので、意見や提案をとりあげ反映し
ています。また、連絡ノート・職員アン
ケート等もスタッフの意見・情報収集に役
立っています。お互いに意見が出せるよう
にコミニュケーションをとっています。

職員の勤務態度・努力・向上心をもって働
けるよう管理者・主任から評価やアドバイ
スをしています。興味関心ある講習会情報
の提供や必須研修など参加依頼にて個々の
学習や向上心が持てる機会を提供していま
す。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

友人・知人が御家族と同様にいつまでも面
会に、来れるように家族の方にも伝えて仲
のよかった御友人がいましたら誘っていた
だけるように声をかけています。電話の対
応や手紙の投函、ＦＡＸの依頼を受けてい
ます。

支援する側、支援される側と言う意識を持
たずともに生活しながら穏やかな生活が出
来るようにその方の好きな事、得意な事を
活かしていただき困った時は、助け合い生
活していきます。

生活を共に一緒に生きていく事で家族と職
員が関わり支えていける関係を大切にして
います。入居者様の状況の報告や家族から
本人の情報を頂いたりしながら、ホームで
穏やかに安心して過ごせるように信頼関係
を気付いていきます。

御家族の要望、悩み等を良く聞き、安心で
きるまで話し合い、信頼関係を築いていき
ます。

相談時、本人や家族の思い、今何が不安な
のか状況などを把握、他のサービス利用も
含め、今必要としている支援を行ないま
す。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

本人とお話しをしたり、御家族からの情報
と利用者１人１人の生活リズムを理解する
と共に行動や動作、言動・表情から感じと
り本人の把握に努めています。

家族から情報をお聞きしたり、本人と１対
１でお話しが出来る時間を作り把握に努め
ています。入浴時は１対１なのでコミニュ
ケーションがとりやすい場所です。言葉で
は理解できない方は、表情や行動から真意
を推し測り確認するようにしています。

御本人や家族にどんな生活をされていたか
聞いています。本人には入浴時１対１でお
話する時また、皆と交わす会話の中で昔の
様子のお話しが伺える事が多々あります。

いつでも遊びに来ていただくように伝えて
います。病院お見舞いや電話で御家族様や
御本人様の様子をお伺いしています。移転
先に本人の情報を伝えスムーズに対応でき
るよう配慮しています。

利用者同士がお互いに助け合い支えあえる
よう、出来ない人の配膳の片付けや車椅子
を押してくださったり、お手伝いが出来る
方には手伝って頂いたりして、良い関係を
構築しています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

自治会行事やケアプラザの催しを楽しまれ
たり、近所へ買い物、散歩の際は畑仕事の
方から野菜をいただいたり会話を楽しむこ
ともあります。近隣にてみかん狩り、野菜
の収穫、お茶を飲みながら近隣の人と過ご
すことがありました。

月２回の訪問診察がうけられ、また、希望
の病院にて受診する事も可能です。本人・
家族の希望に応じ受診します。電話での医
師からの指示も受けられます。様態に異常
が見られたら、往診にて診ていただけま
す。

個別のファイルを用意し食事、水分、排泄
など身体的状況及び、日々の様子や本人の
言葉、エピソード等を記録し全ての職員が
確認できる様にし、勤務開始時の確認は義
務付けています。また、朝の申し送りの際
に情報を把握します。

介護タクシーの利用。入浴困難な方には訪
問入浴サービスの利用。往診医、訪問看護
師、訪問歯科の利用、音楽療法・食事会の
送迎サービス、訪問マッサージ、訪問美容
利用しています。

本人、家族から要望を聞き本人がより良く
暮らす為の課題とケアについてチームカン
ファレンスを開き、話し合い作成していき
ます。実施後ケアで問題があがったり状況
が変わるようであれば、チームカンファレ
ンスにて話し合い作り直します。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

防火管理者の指示の下、定期的に訓練しま
す。消火器・火災報知器・受信機・通報装
置の使用法等避難訓練時に行っています。
非常食・飲料水などの備蓄品も用意してあ
ります。避難訓練には、近隣の方の協力を
お願いしています。

対応方針は定めてあります。事前に家族に
説明しています。家族・看護師・往診医・
主任・管理者で話し合いをし関係者の合意
を得て支援するようにしています。事業所
でできる事を十分説明します。チームケア
にて後悔のない終末期を送ります。

緊急時の対応や連絡対応など、１人１人指
導しています。マニュアルは周知できるよ
うに掲示しています。救急車・搬送病院に
本人情報が答えられるようにファイルに添
付してあります。人工呼吸法・ＡＥＤ・応
急手当など訓練・講習を受けています。

訪問看護師と往診医との連携が整ってお
り、必要に応じて指示が受けられます。週
１回の訪問看護があり利用者の状況報告や
状態によって指示を受け対応しています。
２４時間対応して下さいます。

入院する際に病院側に利用者の情報を伝え
ます。職員も見舞うようにし、状況を把握
し、医師と話す機会を持ち、事業所内で対
応可能な段階で退院できるよう相談してい
ます。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

食器拭き、テーブル拭き、食器収納等それ
ぞれ出来る方が手伝ってくださいます。下
準備に野菜の根取りや野菜の皮むき等も手
伝って頂けます。風の音（中華ﾚｽﾄﾗﾝ）で
の外食やレストランからの配食サービスも
楽しみのひとつになっています。

個人のペースやその日の体調、意欲に合わ
せます。好きな事が好きな時に出来るよう
に配慮します。入浴や食事も希望を聞いて
から決めるように心掛けています。

髪型や服装には、その人らしい個性を尊重
し決定していただくように支援します。理
髪業の方も希望を聞かれてから散髪されま
す。外出の際は職員と一緒に洋服を選ばれ
る方もいらっしゃいます。

記録類は事務所内に保管します。声の大き
さ、言葉遣い、排泄、入浴等のプライバ
シー配慮については、入職時にオリエン
テーションを行ないます。業務の中でもそ
の都度指導しています。勉強会や研修で人
権やプライバシーについて学ぶ事もあり研
修報告として問題をあげて全職員が周知し
ています。

個々の能力を見つけ出し、引き出す為に、
出来ないところはフォローしていきます。
本人の気分にあった服装選び、食べたいも
の等も会話しながらコミニュケーションを
図り決定できる環境を作ります。聾唖の方
がいますのでメモにて本人の希望や自己決
定できるよう確認しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

牛乳を召し上がる方や、ﾖｰｸﾞﾙﾄを召し上が
る方など個々によって対応が違います。水
分を多めに摂る事も働きかけます。繊維質
の豊富な食事の提供、体操や散歩などの運
動を行い、予防に努めています。今年はゴ
ボウ茶を一緒に作り、飲んでいただいてい
ますが効果が見られています。

こえ掛けにて喜んで入っていただいていま
す。中には拒否される方もいますが時間を
見計らって入っていただいています。入浴
管理表で状況を把握しています。入浴が困
難な方は訪問入浴サービスを受けたり、ス
タッフ２人対応でｼｬﾜｰ浴を行なう事もあり
ます。

毎食後、必ず口腔ケアします。出来る方に
はこえ掛け、そうでない方は出来るところ
まで行なって頂き、その後は援助し清潔保
持しています。定期的に訪問歯科指導があ
ります。歯磨きが出来ない方は口腔ケア
ティッシュを使用し、衛生を保ちます。

個々の排泄パターンを把握し失敗する前に
トイレに行けるよう支援します。(立ち上
がる・落ち着きがない等)のサインは見逃
さないように気をつけています。

食事・水分チェック表に記入し、把握して
います。好みの物や熱さにも留意していま
す。毎週体重測定も行なっています。栄養
士に栄養バランスチェックをしていただ
き、アドバイスをいただいています。飲み
込み困難の方もいますのでとろみやミキ
サー食・刻み食と食べやすい形態にて提供
しています。

株式会社フィールズ



グループホーム　はなもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

本社にて管理し、使うときは立て替える仕
組みをとっていますが、買い物に行った際
自分で払っていただけるようにお金を使っ
て物を買うという日常動作を忘れないよう
配慮しています。

個人の生活暦を把握し得意な事を活かした
趣味活動を支援しています。歌・塗り絵・
裁縫・掃除・植木の世話・掲示物作成等、
得意分野を活かして頂き喜びのある日々を
過ごして頂いています。行事などで庭のみ
かん狩りを楽しんだり、カラオケ・ドライ
ブなど特に食べ物の企画は皆様大好きで
す。

外出したい方は散歩、畑への収穫、スー
パーなどへの買い物にも出掛けています。
また、自治会行事やレストラン風の音にて
音楽療法や食事会が楽しめるよう外出支援
をしています。お墓参りに行かれる方もい
ます。御家族様と外出することが楽しみに
なっています。

夜間不眠や昼夜逆転にならない程度に体調
や習慣にあわせ、好きな時に休息できるよ
うに配慮しています。居室以外にもリビン
グにあるソファや畳スペースで休んでいた
だくこともできます。

利用者１人１人の個人ファイルに服薬内
容、薬の説明がファイルされており、全職
員が確認しています。名前の確認をしてい
ただき、内服したのを見守り(介助の方も
いる)確認チェック表に記入しています。
服薬の際は周りのスタッフも確認し誤薬ミ
スを防ぎます。服薬のマニュアルも掲示し
てあります。

株式会社フィールズ
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

入居前に使用されてた家具、寝具等持込使
用しています。以前暮らしていた家と同じ
様な雰囲気にされている方もいます。アル
バム・手紙などいつでも見れるようにして
あります。

共有空間(リビング・廊下・トイレ・浴室)
には手すりがあり車椅子対応のトイレがあ
ります。床は柔らかい素材を使用していま
す。浴槽内には、滑り止めマット、座位が
保てない方のためにキャリーチェアーを使
用し安全に心掛けています。浴槽をまたぐ
のに困難な方用に台を使用しています。

毎月の行事の写真やカレンダー等、利用者
の作品の展示品が飾ってあります。リビン
グには畳スペースとテレビを囲んだソファ
があるのでくつろいで頂いています。散歩
中摘んだ草花等を花瓶に挿して、ﾘﾋﾞﾝｸﾞに
飾られる方もいます。庭先にベンチを設定
してありますのでいつでも日光浴・休息が
できます。

テーブルで皆様と会話を楽しんだり、ソ
ファでゆっくりテレビが観れるようにして
います。畳のスペースは日当たりが良く暖
かいので、ちょっとした居眠りに適してい
ます。ソファーが２箇所設置されていま
す。１人で休息したり、気のあったもの同
士話をして過ごされたり出来ます。外には
ベンチが用意され日光浴や休息に使用でき
ます。

電話はいつでもかける事ができます。ま
た、家族や友人からも掛けていただけるよ
うにお伝えしています。御本人に来たＦＡ
Ｘや手紙などはお渡しして、お互いにやり
取りが出来るように支援しています。

株式会社フィールズ



事業所名　グループホーム　はなもも

作成日：　平成　２７年　３　月　２８　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 18

歩行困難者や車椅子の方が増えてきまし
た。外出での余暇活動が自立者に偏りがち
なので、車椅子の方にも参加できるように
したい。そのためには付き添いの人手がた
くさん欲しい。少し遠出の外出も行って行
きたい。

生きがいや楽しみが持てる余暇活動の提供 月３回の定期外出以外で、行きたいところ
や楽しい催しなどに参加していただく。車
椅子の方の参加には１人に１人のスタッフ
の付き添いが必要なのでスタッフ・ボラン
ティアや家族の協力を依頼します。

12ヶ月

2 3

運営推進会議の参加メンバーの欠席やメン
バーを増やすよう指摘ありました。

運営推進会議のメンバーを増やし、情報や
意見交換からサービス向上に活かして行
く。

民生委員の参加依頼・家族の方の参加依頼
をしていきます。

12ヶ月

3 13

新人スタッフや若いスタッフの育成に取り
組む、事業所のレベルアップを図りたい。

内部・外部研修への積極的な参加 外部研修には随時スタッフに参加して行け
るよう働きかけていきます。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成26年度
目標達成計画


